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3　  kamiamakusa

た
「
地
域
連
携
音
楽
祭
〜

ｕ
ｍ
ｉ
ｏ
ｔ
ｏ
〜
」、「
山

ガ
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
上

天
草
」、「
天
草
観
海
ア
ル

プ
ス
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
観

光
素
材
で
は
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
に
適
し
た
山
岳
が
あ

る
こ
と
か
ら
九
州
オ
ル
レ

と
し
て
、
維
和
島
コ
ー
ス

と
松
島
コ
ー
ス
が
認
定
を
受
け
ま

し
た
。

　
九
州
オ
ル
レ
の
認
定
を
受
け

て
、
本
市
で
は
、
韓
国
済
州
島
と

の
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
済
州
オ

ル
レ
関
係
者
や
韓
国
の
報
道
機

関
な
ど
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、

海
外
か
ら
の
誘
客
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。そ
の
結
果
、

海
外
、
特
に
韓
国
か
ら
の
観
光
客

が
著
し
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
天
草
四
郎
観
光
協
会
で

は
、
本
市
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ

た
ご
当
地
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
と
し

て
「
ど
っ
ち
も
よ
か
丼
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
特
産

の
ク
ル
マ
エ
ビ
を
使
っ
た
「
海

丼
」
と
天
草
大
王
を
使
っ
た
「
山

丼
」
の
両
方
を
食
し
て
も
ら
お
う

と
企
画
。
平
成
24
年
度
１
年
間
で

１
万
６
０
０
０
杯
以
上
が
食
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
も
引
き
続
き
、
一

人
で
も
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ

き
、満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

関
係
団
体
と
協
力
し
、
い
ろ
い
ろ

な
施
策
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
観
光
お
も
て
な
し
課
観
光
戦
略

推
進
員
の
北
岡
で
す
。
昨
年
の
４

月
か
ら
上
天
草
市
の
観
光
地
で
の

消
費
金
額
ア
ッ
プ
の
た
め
株
式
会

社
リ
ク
ル
ー
ト
よ
り
２
年
間
の
出

向
で
働
い
て
お
り
ま
す
。

　
観
光
の
Ｐ
Ｒ
だ
け
で
な
く
そ
こ

に
来
て
い
た
だ
く
お
客
さ
ま
に
対

し
て
地
元
を
気
に
入
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
結
果
と
し
て
お
金
を
た

く
さ
ん
落
と
し
て
い
た
だ
く
観
光

に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
こ
こ
に
来
て
気
が
付
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
個
人
の
旅
行
ニ
ー

ズ
と
地
域
の
結
び
つ
き
が
出
来
て

い
な
い
こ
と
で
し
た
。

　
ま
ず
は
、
４
月
に
観
光
振
興
基

本
計
画
の
策
定
を
し
、
観
光
に
お

け
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
決
め
ま
し
た
。

「
美
と
癒
し
と
食
の
空
間
」
を
イ

メ
ー
ジ
戦
略
と
し
て
九
州
圏
内
お

よ
び
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

　
お
客
さ
ま
は
何
を
求
め
て
「
上

天
草
」
を
訪
れ
て
く
れ
る
の
だ
ろ

う
。
絶
対
に
他
に
な
い
自
慢
で
き

る
も
の
は
何
だ
ろ
う
。
明
快
に
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
伝
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

。　
私
が
何
よ
り
大
切
に
し
て
い
る

の
は
上
天
草
市
で
生
き
る
皆
さ
ま

と
思
い
を
共
有
し
て
地
域
の
「
よ

り
良
い
姿
」
に
つ
い
て
徹
底
的
に

考
え
る
こ
と
で
す
。
ご
当
地
愛
が

高
い
と
観
光
地
も
魅
力
的
に
な
る

か
ら
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
グ
ル
メ
や
温
泉

や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
九
州
に
は
た

く
さ
ん
あ
る
中
で
、
上
天
草
市
な

ら
で
は
の
暮
ら
し
や
食
、
そ
の
土

地
な
ら
で
は
の
日
常
を
体
験
し
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
が
主
人

公
に
な
ら
な
け
れ
ば
地
域
に
人
を

呼
ぶ
の
は
継
続
で
き
な
い
の
で

す
。

　
地
域
観
光
の
競
争
力
の
源
泉
は

「
人
材
」
で
す
。
観
光
は
サ
ー
ビ

ス
産
業
で
あ
り
、
設
備
や
機
械
で

競
い
合
う
ハ
ー
ド
メ
ー
カ
ー
と
は

違
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
力

は
人
の
わ
ず
か
な
本
気
度
の
差
が

サ
ー
ビ
ス
の
品
質
に
現
れ
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
「
圧

倒
的
な
当
事
者
意
識
」
が
必
要
で

す
。

　
い
つ
も
の
笑
顔
、
思
い
出
の
場

所
、観
光
客
と
の
新
し
い
出
会
い
、

過
去
か
ら
現
在
そ
し
て
未
来
へ
旅

し
た
く
な
る
上
天
草
市
を
み
ん
な

で
作
っ
て
い
き
た
い
の
で
す
。
も

っ
と
た
く
さ
ん
私
た
ち
の
日
常
の

魅
力
を
日
本
中
に
伝
え
て
い
き
ま

す
。

　
私
は
こ
の
上
天
草
市
が
好
き
で

す
。
こ
こ
で
働
く
仲
間
が
大
好
き

で
す
。
残
り
半
年
で
す
が
地
域
の

課
題
に
対
し
て
ど
ん
な
こ
と
で
も

応
え
て
い
け
る
よ
う
に
「
圧
倒
的

な
当
事
者
意
識
」
を
持
っ
て
前
に

進
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

 

こ
の
１
年
、
気
づ
き
・
や
っ
て
き
た
こ
と

愛
す
る
地
元
を
も
っ
と
元
気
に
し
た
い

圧
倒
的
な
当
事
者
意
識
が
必
要
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平
成
24
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
本
市
の
観
光
客
総
数

は
、
８
万
７
７
８
３
人
増
の

１
３
６
万
９
６
９
９
人
（
対

（単位：人）上天草市観光統計

前
年
比
６
・
８
％
増
）
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
宿

泊
客
が
１
万
２
２
８
９
人
増

の
23
万
６
４
５
０
人
（
対
前

年
比
５
・
４
％
増
）、
日
帰
り

客
は
７
万
５
４
９
４
人
増
の

１
１
３
万
３
２
４
９
人
（
対
前
年

比
７
・
１
％
増
）
で
す
。

　
宿
泊
客
の
県
内
・
県
外
別
の

内
訳
は
、
県
内
客
が
４
１
５
人

増
の
11
万
２
３
２
２
人
（
対

前
年
比
０
・
３
％
増
）、
県
外

客
が
１
万
１
８
７
４
人
増
の

12
万
４
１
２
８
人
（
対
前
年
比

10
・
５
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
へ
の
観
光
客
に
つ
い
て
、

平
成
23
年
３
月
に
全
線
開
業
し
た

九
州
新
幹
線
お
よ
び
特
急
「
Ａ
列

車
で
行
こ
う
」
の
運
行
に
加
え
、

関
東
、
関
西
お
よ
び
福
岡
県
な
ど

の
都
市
圏
へ
の
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
展
開
し
た
結

果
が
、
観
光
客
数
を
増
加
さ
せ
た

要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

年次 観光客総数 宿泊客数 日帰り客数
合計 県内 県外 合計 県内 県外 合計 県内 県外

　
ま
た
、
天
草
四
郎
観
光
協
会
で

実
施
さ
れ
た
ア
マ
ク
サ
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
ツ
ア
ー
や
上
天
草
マ
ル
シ
ェ

な
ど
の
事
業
や
食
の
祭
典
と
し
て

実
施
し
て
い
る
Ａ
級
グ
ル
メ
フ
ェ

ア
の
開
催
な
ど
も
観
光
客
の
誘
客

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
　
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

は
、「
美
と
癒
し
と
食
の
楽
園

　

上
天
草
」
〜
観
光
で
つ
く
る
上
天

草
の
チ
カ
ラ
と
地
域
の
魅
力
〜
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
ワ
ン
ラ
ン
ク

上
、
本
物
志
向
の
大
人
の
女
性
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
設
定
し
た
観
光
地

づ
く
り
を
進
め
て
行
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
上
天
草
市
の
情

報
を
全
国
に
発
信
し
知
名
度
を
向

上
さ
せ
る
取
組
み
や
既
存
の
観
光

施
設
な
ど
を
生
か
し
な
が
ら
の
新

た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
、
新

た
な
商
品
開
発
、
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
中
心
と
し
た
観

光
推
進
を
図
る
組
織
づ
く
り
と
お

も
て
な
し
の
対
応
が
で
き
る
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
上
天
草
市
に
は

多
く
の
観
光
素
材
お
よ
び
観
光
商

品
が
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
新
た

な
も
の
と
し
て
、
昨
年
度
開
催
し

※詳しい数は下表の合計欄をご覧ください

上天草観光統計
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スタート
知十観音

知十海岸 山入口 千元の森 千巌山 岬亭 松島展望台

H＝2ｍ H＝5ｍ H＝5ｍ

H＝193ｍ

H＝162ｍ

H＝25ｍ H＝25ｍ
H＝2ｍ ゴール

龍の足湯

合計
11.1km
４～５時間

八代海
（不知火海）

有明海
（島原湾）

教
良
木
川

266

266324

290 34

324

A.知十海岸

知十観音

E.龍の足湯

C.千元の森

B

巨石

D.千巌山

山入口

松島観光ホテル岬亭

ゴール

前島五号橋

三号橋

四号橋

次郎丸嶽

鋸嶽 中嶽

蕗嶽

千元森嶽
金比羅山

高舞登山

太郎丸嶽

小鳥越峠

松島総合センター
「アロマ」

文
文

文

上天草市役所
松島庁舎

知十港

● 松ちゃん ………………0969-56-2039
● 海鮮家福伸 ……………0969-56-0172
● 松島観光ホテル
　 岬亭レストラン

……0969-56-1188

● 福田鮮魚店 ……………0969-56-0016

1

2

3

4

■ 亀屋ホテル華椿 …………………0964-59-0211
■ 小松屋渚館 …………………………0964-59-0111
■ ホテル松泉閣ろまん館 ………0969-56-3000
■ 松島観光ホテル岬亭 …………0969-56-1188
■ 民宿清流荘 …………………………0964-56-1004
■ 旅亭藍の岬 …………………………0964-59-0010
■ 白嶽森林公園キャンプ場……0969‒58‒3821
■ 小島公園キャンプ場 …………0969‒56‒0777
■ 龍ヶ岳山頂キャンプ場 ………0969‒63‒0466

松　島
コース
距離／11.1㎞
所要時間／4～５時間

三大松島の絶景を
体全体で感じよう

matushima

松
島
有
料
道
路

松
島
有
料
道
路 スタートから7.3kmスタートから7.3km

スタートから4.3kmスタートから4.3km

スタートから7.8kmスタートから7.8km

スタートから9.3km

スタートから11.1kmスタートから11.1km

スタートから5.5kmスタートから5.5km

スタートから1.7km

スタート
九
州
自然歩

道 

観
海
ア
ル
プ
ス

至大矢野

1.7km

0km
スタート地点

知十海岸

松
島
有
料
道
路

松
島
有
料
道
路

畠山神社 知十観音

知十バス停知十バス停

知十公民館

知十 IC知十 IC

スタート地点詳細マップ

松島
有料
道路

天草パールライン

9.3km
11.1kmゴール

合津 IC

住吉神社

栗嶋神社

天草四郎
観光協会

松島バス停

松島展望台
五号橋

松島観光ホテル岬亭

ゴール地点詳細マップ

1 4

2

3

■駐車場のご案内
スタート地点に駐車場がないため、ゴール付近の市営無料駐車場に駐車し、松島バス停から快速あまくさ号などの
路線バス（1日約30本運行）に乗車して約5分、スタート地点の知十バス停で下車。（運賃220円）
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MAP-1

MAP-2

MAP-2
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Ａ．知十海岸

Ｂ．広大な田園

Ｃ．千元の森

Ｄ．千巌山

Ｅ．龍の足湯
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こ
こ
で
は
、
新
た
な
観
光
素
材
で
あ
る
九

州
オ
ル
レ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　「
オ
ル
レ
」
と
は
、
も
と
も
と
韓
国
済
州

島
の
方
言
で
「
家
に
帰
る
細
い
道
」
と
い
う

意
味
。
済
州
島
の
魅
力
を
広
め
る
た
め
に
始

ま
っ
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
ハ
イ
キ
ン
グ
）コ
ー

ス
で
、
済
州
オ
ル
レ
と
し
て
人
気
を
集
め
て

い
ま
す
。

　
済
州
オ
ル
レ
の
魅
力
は
、
海
岸
や
山
な
ど

を
五
感
で
感
じ
、
自
分
な
り
に
ゆ
っ
た
り
と

千崎古墳
スタート
千崎バス停

蔵々漁港 外浦自然海岸 下山地区果樹園 維和桜 高山花公園
ゴール
千束天満宮

合計
12.3km
４～５時間
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天草漁協維和出張所
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1
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千崎バス停

A.千崎古墳群

蔵々漁港

十九社宮

C.高山（標高166.9m）

D.外浦自然海岸

6下山地区

千束天満宮

B.維和桜・花公園

ゴール
維
和
中

市
役
所
維
和
出
張
所

維
和
小

野牛島

大矢野島

広浦装飾古墳

東大維橋

西大維橋

至大矢野

〒

〒

大観山

スタートから0.1kmスタートから0.1kmスタートから0.1km

スタートまで1.4km
ゴールから1.4km
スタートまで1.4km
ゴールから1.4km
スタートまで1.4km
ゴールから1.4km

スタートから2.5kmスタートから2.5kmスタートから2.5km

スタートから6.4kmスタートから6.4kmスタートから6.4km

スタートから7.8km

スタートから5.5kmスタートから5.5kmスタートから5.5km

スタートから9.8km

スタートから12.3kmスタートから12.3kmスタートから12.3km

熊本市から53km
天草市から40km

P-2

P-3

P-1
維和郵便局

スタート

2

2

3

3

4

4

5

5

蔵々漁港

MAP

MAP

2.5km
P-2
P-1

P-3

■駐車場のご案内
　　  ……スタート近く
　　  ……スタートとゴールの中間地点である市役所維和出張所の駐車場
（市役所維和出張所からスタートとゴールまで、それぞれ1.4km）
　　  ……コースの約中間地点（Ｂ.維和桜・花公園）

維和島
コース
距離／12.3㎞
所要時間／4～５時間

天草四郎の故郷で
自然を感じて歩む

Iwazima

■ 亀屋ホテル華椿 ………………0964-59-0211
■ 小松屋渚館 ………………………0964-59-0111
■ ホテル松泉閣ろまん館 ……0969-56-3000
■ 松島観光ホテル岬亭 ………0969-56-1188
■ 民宿清流荘 ………………………0964-56-1004
■ 旅亭藍の岬 ………………………0964-59-0010

大大矢野大大矢大矢大矢大大大大大大矢大大大矢大大大大大矢矢大矢矢大大大大大大大大矢矢矢大大大矢矢矢矢野野野矢野野野野野野野野野島島島島島島島島島島島島島島島島 大矢矢矢大矢矢大矢矢大矢大矢大大矢大矢大矢大矢大矢大矢矢矢大矢矢矢大大矢大大矢至大至大至至大至大至至大至大至大至大至大至大至大至至大至大至大至至大至至大至大至至至大至至至至至大至

天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじてててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ

コ
ー
ス
を
楽
し
む
と
こ
ろ
。
九
州
も
四
季

折
々
の
美
し
い
風
景
や
海
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

に
適
し
た
山
岳
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
九
州

オ
ル
レ
」
と
し
て
８
コ
ー
ス
が
認
定
さ
れ
、

本
市
か
ら
は
維
和
島
と
松
島
が
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
気
軽
に
挑
戦
で
き
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
す

の
で
紹
介
し
て
い
る
地
図
と
歩
き
方
を
参
考

に
皆
さ
ん
も
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Ａ．千崎古墳群

Ｂ．維和桜・花公園

Ｃ．高山

Ｄ．外浦自然海岸

懐かしい風景の中を、ゆっくり、道草をしながら歩く
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産
業
雇
用
創
出
課
の
農
林
水
産

専
門
員
の
上
原
で
す
。
一
体
、
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か

と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
私
は
昨

年
の
４
月
に
、
株
式
会
社
ぐ
る
な

び
と
い
う
飲
食
店
の
情
報
サ
イ
ト

を
運
営
し
て
い
る
企
業
か
ら
２
年

間
と
い
う
期
限
で
上
天
草
市
に
出

向
し
て
参
り
ま
し
た
。
６
次
産
業

化
を
推
進
す
る
上
天
草
市
で
、
民

間
的
な
視
点
か
ら
「
上
天
草
食
材

の
Ｐ
Ｒ
」
を
し
て
い
く
業
務
に
仲

間
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
何
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。
上
天
草
市
の
食

材
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
単
な
る
お
客
さ
ん

で
は
な
い
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
る

「
上
天
草
フ
ァ
ン
」
を
獲
得
す
る

こ
と
が
６
次
産
業
化
の
重
要
な
カ

ギ
と
な
り
ま
す
。

　
消
費
者
に
上
天
草
市
の
魅
力
を

伝
え
、
い
か
に
し
て
惚
れ
さ
せ
る

か
。
行
政
と
し
て
関
東
な
ど
へ
の

売
込
み
は
同
時
に
行
い
ま
す
が
、

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
が
そ
ろ
う
百

戦
錬
磨
の
市
場
を
相
手
に
す
る
こ

と
だ
け
が
重
要
で
し
ょ
う
か
。
行

政
だ
か
ら
こ
そ
、
地
元
地
域
に
根

付
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
、
市
内
・
県
内
・
九
州
内
で
の 

「
上
天
草
産
食
材
」
の
認
知
度
を

高
め
、
地
域
で
の
周
知
も
推
進
せ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
上
天
草
市
に

惚
れ
込
み
、
そ
の
魅
力
を
熱
弁
し

て
く
れ
る
「
上
天
草
フ
ァ
ン
」
は

身
近
に
い
る
も
の
で
す
。

　
有
名
な
ブ
ラ
ン
ド
食
材
に
あ
り

が
ち
な
こ
と
は
、
そ
の
地
域
で
は

出
回
ら
ず
消
費
地
に
流
れ
、
地
元

で
食
べ
る
機
会
が
少
な
く
、
知
ら

れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
労
力
と

コ
ス
ト
、
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、

九
州
内
で
あ
れ
ば
取
引
で
ネ
ッ
ク

と
な
る
物
流
面
で
の
制
約
や
労
力

も
か
な
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。
例
え

ば
熊
本
市
内
な
ら
、
生
産
者
は
気

軽
に
配
達
に
も
食
べ
に
も
行
け
、

非
常
に
宣
伝
し
や
す
い
環
境
で

す
。
モ
ノ
づ
く
り
、
販
売
を
す
る

に
は
現
場
を
知
る
こ
と
が
最
優
先

で
す
。
生
産
と
消
費
の
現
場
が
結

び
つ
き
、
積
極
的
に
情
報
交
換
を

し
、
互
い
の
現
場
を
知
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
、
６
次
産
業
化
が
具
体

性
を
帯
び
ま
す
。
今
年
度
は
上
天

草
市
の
食
材
を
扱
い
、
魅
力
を
発

信
し
て
く
れ
る
飲
食
店
を
「
上
天

草
市
の
食
材
が
食
べ
ら
れ
る
店
」

と
し
て
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
市
内

外
に
向
け
て
紹
介
を
し
て
い
く
こ

と
で
絆
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
私
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
火
を

灯
し
、
最
終
的
に
大
き
な
灯
り
に

な
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

６
次
産
業
化
は
簡
単
な
足
し
算
で

も
掛
け
算
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
非

常
に
地
道
で
す
が
、
一
つ
一
つ
の

問
題
を
明
確
に
し
、
解
決
し
な
が

ら
答
え
を
求
め
て
い
く
こ
と
。
こ

こ
を
怠
ら
ず
「
６
次
産
業
化
の
土

台
構
築
」
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と

が
上
天
草
の
未
来
に
繋
が
っ
て
い

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
さ
ま
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 「
上
天
草
フ
ァ
ン
」
の
獲
得
へ

 

生
産
と
消
費
を
結
び
つ
け
る

 「
６
次
産
業
化
」
の
未
来
へ

上天草市が自信を持ってご紹介

○対象商品

○対象者
○募集期間

○申請方法

○その他

○問合せ先

☎
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市
で
は
、
安
心
・
安
全
で
高
品

質
な
農
林
水
産
物
を
生
か
し
た
上

天
草
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
商
品

の
開
発
、
加
工
、
流
通
、
販
売
体

制
の
確
立
へ
の
取
組
み
の
方
向
性

を
示
す
『
上
天
草
市
国
際
的
６
次

産
業
化
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
以
下

「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」）』
を
昨
年

８
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
当
市
が
策

定
し
た
こ
れ
ま
で
の
諸
計
画
を
踏

ま
え
、
今
回
示
す
方
針
や
支
援
策

に
沿
っ
て
、
全
て
の
事
業
者
の
利

益
を
増
や
し
な
が
ら
、
第
１
次
産

業
を
活
性
化
さ
せ
、経
営
の
安
定
、

生
産
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
所
得
の
向

上
や
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど
、
持

続
的
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

づ
く
り
や
地
域
振
興
へ
つ
な
げ
る

こ
と
に
根
差
し
ま
す
。

　　
近
年
、
農
林
水
産
業
者
自
ら
生

産
し
た
農
林
水
産
物
を
加
工
し
付

加
価
値
を
高
め
、
商
品
の
流
通
販

売
を
展
開
す
る
こ
と
で
収
入
の
増

加
や
経
営
の
安
定
を
図
る
６
次
産

業
化
が
活
発
で
す
。
６
次
産
業
化

の
取
組
み
と
、
農
林
水
産
業
者
と

商
工
業
者
・
観
光
業
者
な
ど
が
連

携
し
、
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
や
販
路
開
拓
を
行
う
農
商
工
連

携
と
の
双
方
へ
の
支
援
が
重
要
で

す
。

　
な
お
、取
組
み
に
当
た
っ
て
は
、

上
天
草
市
第
一
次
経
済
振
興
戦
略

の
骨
子
に
沿
っ
て
次
の
３
つ
の
支

援
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◇
売
れ
る
商
品
づ
く
り
の
後
押
し

○
上
天
草
市
農
林
水
産
物
加
工
品

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
や
上
天
草

市
農
林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
推
進

協
議
会
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り

支
援
し
ま
す
。

◇
持
続
成
長
可
能
な
企
業
・
組
織

ヒ
ト
の
育
成

○
事
業
者
の
資
質
向
上
を
図
る
た

め
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。

○
商
工
業
者
と
の
連
携
の
仕
組
み

づ
く
り
や
６
次
産
業
関
係
企
業

の
進
出
を
支
援
し
ま
す
。

◇
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
Ｐ
Ｒ
の

展
開

○
市
内
外
で
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

販
路
開
拓
や
拡
大
と
な
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

○
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を

活
用
し
、
事
業
者
お
よ
び
消
費

者
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
効
果
的
に
行
う

と
と
も
に
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
調

査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
、

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま

で
の
第
一
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
次
の
よ
う
に
定
め
、
６
次
産
業

化
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

　
ま
た
、
各
施
策
の
展
開
に
当
た

っ
て
は
、
民
間
の
視
点
を
持
っ
た

人
材
を
活
用
し
、
高
い
効
果
が
得

ら
れ
る
よ
う
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
概
要
版
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
４
月
に
機
構
改
革

に
よ
り
再
編
さ
れ
た
産
業
雇
用
創

出
課
で
は
、
今
年
度
の
６
次
産
業

化
推
進
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
二
つ
の
定
量
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

◇
販
路
開
拓

　
市
産
品
取
扱
い
新

規
事
業
所

　
20
店

４
月
以
降
、
市
外
の
新
規
７
事

業
所
に
て
食
材
、
加
工
開
発
商

品
を
取
り
扱
い
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

◇
商
品
化

　
新
規
加
工
開
発
商
品

40
品

４
月
以
降
、
今
ま
で
の
活
動
の

成
果
が
現
れ
て
来
て
お
り
、
さ

ん
ぱ
ー
る
な
ど
の
店
頭
で
販
売

さ
れ
て
い
る
加
工
開
発
商
品
が
、

シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ
ー
、
湯
島
大

根
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
な
ど
10
品

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
食
品

事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
商
品

開
発
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
出
身
で
食
材
に
興
味
の
あ
る

皆
さ
ま
、
興
味
の
あ
る
事
業
者
さ

ま
へ
お
声
か
け
い
た
だ
き
、
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
者
で
す
。

　基
本
方
針

　策
定
の
目
的

　支
援
策
の
内
容

第
一
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

売れる商品づ
くりの後押し

持続成長可能
な企業・組織
ヒトの育成

ターゲットを
絞った PR の
展開
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商 品 名 会社名など

【問合せ先】　

☎

ブランド認証制度を
通じて商品のＰＲ
を行っていきたい

北垣水産　北垣洋さん
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市
の
良
質
な
農
林
水
産
物
や
、
こ
れ
ら
を

原
料
と
し
た
加
工
品
の
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
と
販

売
促
進
を
図
る
た
め
、
上
天
草
ブ
ラ
ン
ド
認

証
制
度
を
昨
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　「
こ
の
人
が
生
産
し
た
こ
の
産
品
は
、
上
天

草
市
が
自
信
を
持
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
」
と

太
鼓
判
を
押
し
、
商
品
の
販
売
促
進
お
よ
び

上
天
草
市
ブ
ラ
ン
ド
の
浸
透
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
産
品
は
、
上
天
草
市
で
生
産
さ
れ
た

良
質
な
農
林
水
産
物
、
上
天
草
市
で
生
産
さ

れ
た
農
林
水
産
物
を
使
用
し
上
天
草
市
で
製

造
さ
れ
た
加
工
品
（
特
別
な
加
工
が
必
要
な

場
合
は
外
注
も
可
）。
対
象
者
は
、
上
天
草
市

に
住
所
を
置
い
て
い
る
事
業
者
で
、
ブ
ラ
ン

ド
向
上
に
意
欲
が
あ
る
人
で
す
。

　
第
１
回
目
の
認
証
は
41
品
。
ど
れ
も
、
生

産
者
が
自
信
を
持
っ
て
出
品
し
た
品
々
で
す
。

認
証
品
に
は
、
認
証
ブ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
を
貼

っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
上
天
草
物
産
館
さ
ん

ぱ
ー
る
な
ど
で
見
か
け
ら
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
、

お
手
に
と
っ
て
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。



問
ど
の
よ
う
な
人
を
育
て
た

い
と
考
え
、
そ
の
た
め
に

学
校
教
育
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
か
。

答
市
が
掲
げ
る
教
育
目
標
は

「
生
き
る
力
と
上
天
草
を
愛

す
る
心
を
持
っ
た
ひ
と
づ
く
り
」。

こ
の
目
標
に
向
け
て
、
教
育
委
員

会
で
は
皆
さ
ん
が
通
う
学
校
に
つ

い
て
、
次
の
４
つ
を
柱
に
取
組
み

を
進
め
て
い
る
。
①
豊
か
な
心
の

育
成
②
確
か
な
学
力
の
育
成
③
健

康
で
安
全
な
生
活
の
で
き
る
資
質

や
能
力
の
育
成
④
質
の
高
い
学
校

教
育
の
推
進
。
こ
の
ほ
か
、
保
護

者
や
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

学
校
生
活
の
充
実
の
た
め
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と
い
っ

た
地
域
参
加
型
の
学
校
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問
産
業
発
展
の
た
め
に
、
市

に
は
企
業
誘
致
課
と
い
う

も
の
が
あ
る
と
知
っ
た
。
企
業
誘

致
課
で
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
て
、
ど
の
産
業
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
か
。

答
企
業
誘
致
課
（
現
在
は
産

業
雇
用
創
出
課
）
は
５
年

前
に
設
置
、
新
た
な
働
く
場
を
生

「
夢

　実
現
！
」

　
　
　
　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

沿
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

　
観
光
客
増
加
に
向
け
た
今
後
の

構
想
や
計
画
は
、
観
光
振
興
計
画

で
定
め
て
お
り
、
計
画
で
は
「
美

と
癒
し
と
楽
園
」
を
テ
ー
マ
に
観

光
客
を
平
成
23
年
の
１
２
８
万
人

か
ら
10
年
後
に
１
５
４
万
人
に
す

る
た
め
①
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
進
め

る
②
商
品
開
発
③
施
設
や
道
路
な

ど
の
整
備
④
観
光
振
興
の
た
め
の

組
織
づ
く
り
⑤
外
国
人
観
光
客
を

増
や
す
な
ど
、
５
つ
の
方
針
を
基

本
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
特
に
、
宿
泊
客
増
加
に
向

け
た
具
体
的
な
計
画
が
あ

れ
ば
聞
き
た
い
。

み
だ
す
た
め
、
関
東
や
関
西
な
ど

の
都
市
部
を
中
心
に
企
業
を
訪
問

し
、
企
業
と
し
て
の
上
天
草
市
へ

の
進
出
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
こ
の
５
年
間
で
は
、
２
社
が
会

社
を
設
立
し
、
新
し
い
働
く
場
を

設
け
て
い
た
だ
い
た
。
う
ち
１
社

は
、
規
模
拡
大
に
向
け
て
建
物
を

移
転
す
る
な
ど
、
今
後
、
さ
ら
に

働
く
場
を
増
や
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
上
天
草
の
自
慢
の
一
つ
は
新
鮮

で
お
い
し
い
食
べ
物
、
食
品
加
工

業
に
力
を
入
れ
、
加
工
し
た
商
品

を
全
国
に
売
り
出
す｢

６
次
産
業

化｣

も
進
め
る
。
上
天
草
市
を
全

国
に
発
信
し
て
み
ん
な
の
働
く
場

を
作
る
努
力
を
す
る
。

問
上
天
草
市
に
移
住
す
る
人

が
多
い
と
、
地
元
の
人
の

仕
事
が
少
な
く
な
ら
な
い
か
。
市

で
は
移
住
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
考
え
で
、
ど
ん
な
取
組
み
を
し

て
い
る
か
。

問
観
光
客
増
加
に
向
け
た
今

後
の
構
想
や
計
画
は
。

答
観
光
振
興
を
重
点
目
標
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
例
と

し
て
、
五
橋
祭
や
音
楽
祭
な
ど
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
旅
行
会
社
へ
の

セ
ー
ル
ス
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
の

広
告
な
ど
。
こ
れ
ら
事
業
は
、
今

後
の
市
が
進
む
べ
き
方
向
を
定
め

た
総
合
計
画
や
観
光
振
興
計
画
に

「
よ
か
と
こ
！
上
天
草
」

　
　
　
　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

答
移
住
者
の
中
に
は
、
空
き

店
舗
を
活
用
し
て
飲
食
店

な
ど
を
経
営
す
る
人
も
少
な
く
な

い
。
こ
れ
は
地
元
経
済
の
活
性
化

に
繋
が
っ
て
お
り
、
雇
用
の
拡
大

と
創
出
も
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
地
元
雇
用
の
減
少
に
繋
が
る

も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
上
天
草
市
の
人
口
は
毎
年
減
少

し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
全
国
向
け
の
情
報
発

信
、「
移
住
情
報
サ
イ
ト
」の
開
設
、

移
住
相
談
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

移
住
希
望
者
へ
の
相
談
対
応
と
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
を
、ま
た
、

財
政
的
な
支
援
策
と
し
て
、
住
宅

建
設
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
な

ど
を
行
い
、
当
市
へ
の
移
住
者
拡

大
を
図
っ
て
い
る
。

オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
九
州
オ
ル

レ
認
定
④
観
光
協
会
や
商
工
会
と

連
携
し
、
観
光
客
を
お
も
て
な
し

す
る
組
織
と
人
づ
く
り
が
で
き
て

き
た
こ
と
な
ど
、
４
つ
が
挙
げ
ら

れ
る
。

熊本県の観光客数

●地域別順位と観光客数

オルレとは？

答
平
成
24
年
の
観
光
客
は
、

宿
泊
客
約
24
万
人
、
日
帰

り
客
約
１
１
３
万
人
の
合
計
約

１
３
７
万
人
で
平
成
23
年
と
比

べ
、
約
９
万
人
増
加
し
た
。
主
な

理
由
と
し
て
①
九
州
新
幹
線
の
全

線
開
通
②
特
急
「
Ａ
列
車
で
行
こ

う
」
の
運
行
開
始
③
維
和
島
の
ウ

11　  kamiamakusa

市執行部出席者（市長、副市長、総務企画部長、経済振興部長、建設部長、市民生活部長、健康福祉部長、教育長、教育部長、その他市幹部）

夢のある私たちのまちづくり
・やさしさのある人が育つ
・誇りをもてる人が育つ
・未来に向かう人が育つ

　  kamiamakusa 10



プロジェクト 学校名 氏名
平成 25年度　上天草市子ども議会議員

松本怜央
1

2

3

乗富めぐみ
1

2

。
3

。

福田恭介
1

2

3

小野　心
1
2

3

1

2

3

1
2

3

切通日優

議

　長

副
議
長

※敬称略

野村紗瑛

藤本教育長講評

1議場の雰囲気は？
2子ども議会議員に
なった感想は？

3議会に向けて頑張
ったことなどは？

13　  kamiamakusa

「
命
を
守
る
」

　
　
　
　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問
現
在
の
避
難
所
の
整
備
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る

か
。
学
校
が
避
難
所
と
な
っ
た
と

き
に
、
私
た
ち
の
授
業
や
部
活
動

を
行
う
場
所
は
確
保
さ
れ
る
か
。

笑
顔
の
「
花
」

　
　
　
　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
提
案
】

　
私
た
ち
は
友
だ
ち
や
先
生
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
元
気
な
声
で
は
つ

ら
つ
と
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
、
そ

う
い
う
上
天
草
市
に
し
て
い
き
た

い
。
そ
こ
で
、｢

笑
顔
の
『
花
』

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

に
つ
い
て
、
提

案
し
た
い
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
校

全
体
を
挙
げ
、
児
童
生
徒
全
員
で

取
り
組
み
た
い
。
目
的
は
、
一
人

ひ
と
り
の
意
識
の
向
上
と
、
あ
い

さ
つ
に
対
す
る
意
識
の
個
人
差
を

な
く
す
こ
と
。

答
現
在
は
、
合
併
前
に
指
定

さ
れ
た
避
難
所
41
カ
所
を

利
用
し
て
お
り
、
市
に
な
っ
て
か

ら
の
新
た
な
整
備
は
行
っ
て
い
な

い
。
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
大

雨
、
が
け
崩
、
津
波
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
に
対
応
し
た
避
難
場
所
が
必
要

な
た
め
見
直
し
に
向
け
検
討
中
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
す
る
の
に

十
分
な
受
入
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

た
い
。

　
各
小
中
学
校
が
避
難
所
と
な
っ

た
と
き
の
授
業
や
部
活
動
を
行
う

場
所
は
、
災
害
の
規
模
に
も
よ
る

が
、
地
域
住
民
や
児
童
、
生
徒
の

皆
さ
ん
の
安
全
を
最
優
先
に
各
小

中
学
校
や
教
育
委
員
会
な
ど
と
協

議
の
う
え
決
定
す
る
予
定
。
可
能

な
限
り
、
学
校
の
授
業
な
ど
に
影

響
し
な
い
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

問
現
在
の
市
の
食
料
や
生
活

用
品
の
備
蓄
状
況
は
、
ど

の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
現
在
の
備

蓄
量
で
何
日
生
活
で
き
る
か
。

　
そ
の
た
め
に
毎
月
２
回
各
学
校

で
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。

　
最
終
的
に
は
、
あ
い
さ
つ
運
動

を
行
わ
な
く
て
も
、
出
会
っ
た
人

に
は
笑
顔
で
元
気
な
あ
い
さ
つ
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
学
校
だ

け
に
限
ら
ず
、
地
域
の
人
た
ち
に

も
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
目
標
。

答
食
料
の
備
蓄
は
、
非
常
用

保
存
水
を
６
千
本
、
非
常

食
と
し
て
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
ロ
ン

グ
ラ
イ
フ
を
３
千
食
。
生
活
用
品

の
備
蓄
は
、
救
急
セ
ッ
ト
（
10
人

用
）
46
個
・
簡
易
組
み
立
て
ト
イ

レ
46
台
な
ど
で
、
現
在
の
備
蓄
量

で
２
千
人
が
１
日
生
活
で
き
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
内
で
の
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
市

内
の
食
料
品
店
な
ど
と
「
災
害
時

に
お
け
る
食
料
等
物
資
調
達
に
関

す
る
協
力
協
定
」
を
締
結
し
て
物

資
の
供
給
を
確
保
し
て
い
る
。

問
五
橋
が
倒
壊
し
た
場
合
の

物
資
の
輸
送
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
復

旧
に
係
る
時
間
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
予
想
す
る
か
。さ
ら
に
、

そ
の
間
の
私
た
ち
の
市
外
へ
の
移

動
手
段
は
、
ど
の
よ
う
に
確
保
さ

れ
る
か
。
今
後
の
五
橋
の
整
備
の

予
定
は
。

答
五
橋
が
倒
壊
し
た
場
合
の

物
資
の
輸
送
は
、
海
と
空

か
ら
の
輸
送
を
想
定
。
ま
た
、
八

代
市
と
災
害
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で

緊
急
時
の
支
援
が
可
能
と
な
る
。

　
復
旧
に
係
る
時
間
は
、
海
上
交

通
の
確
保
は
あ
る
程
度
の
期
間
が

あ
れ
ば
可
能
。
陸
路
の
場
合
、
橋

の
架
け
替
え
と
な
り
市
の
レ
ベ
ル

で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
で
あ
り

相
当
の
時
間
を
要
す
る
見
込
み
。

　
そ
の
間
の
移
動
手
段
は
船
舶
、

緊
急
時
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
利

用
を
考
え
て
い
る
。

　
最
後
に
五
橋
の
今
後
の
整
備
予

定
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
橋
の
耐

震
補
強
工
事
は
完
了
し
て
い
る
の

で
、
定
期
的
な
塗
装
・
補
修
補
強

工
事
を
実
施
し
な
が
ら
橋
の
長
寿

命
化
を
図
る
。

　
ま
た
、
３
号
橋
、
４
号
橋
に
つ

い
て
は
、
防
護
柵
の
取
替
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
中
に
は
完

了
す
る
見
込
み
。
１
号
橋
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
付
け
替
え
の
工
事

を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度

に
完
了
予
定
。

　
宿
泊
客
増
加
に
向
け
た
計
画
は

①
観
光
客
が
上
天
草
市
に
行
っ
て

み
た
い
と
思
う
企
画
や
旅
行
商
品

の
開
発
②
海
外
か
ら
の
旅
行
客
を

増
や
す
た
め
外
国
の
旅
行
会
社
へ

の
セ
ー
ル
ス
③
計
画
的
に
観
光
施

設
を
整
備
し
、サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

花
を
植
え
る
な
ど
景
観
を
よ
く
す

る
な
ど
の
３
つ
。
宿
泊
客
を
増
や

す
た
め
に
は
、
観
光
施
設
の
充
実

ば
か
り
で
な
く
、
市
全
体
で
観
光

客
を
お
も
て
な
し
す
る
た
め
の
事

業
も
計
画
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
提
案
】

　
平
成
23
年
度
に
樋
島
小
、
大
道

小
、
高
戸
小
が
統
合
し
龍
ヶ
岳
小

が
で
き
た
。
思
い
出
が
つ
ま
っ
た

大
道
と
樋
島
の
学
校
跡
地
利
用
に

つ
い
て
、
私
た
ち
は
観
光
客
、
宿

泊
客
の
増
加
の
た
め
に
統
合
後
の

学
校
校
舎
や
体
育
館
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
合
宿
誘
致
に
利
用
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。
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熊本県精神保健福祉センター（相談） ☎ 096（386）1166
社会福祉法人　熊本いのちの電話 ☎ 096（353）4343
（毎月 10 日はフリーダイヤル） ☎ 0120（738）556
（社）熊本県精神保健福祉協会
　　　　　　「熊本こころの電話」 ☎ 096（285）6688
熊本市こころの健康センター ☎ 096（362）8100

熊本県天草保健所　　　　　　　　☎ 0969（23）0172
上天草市福祉課 ☎ 0969（28）3351
こころの健康相談統一ダイヤル（内閣府）　☎ 0570（064）556

熊本県福祉総合相談所　　　　　　☎ 096（381）4411
熊本市福祉総合相談室　　　　　　☎ 096（328）2301

熊本県女性相談センター ☎ 096（381）4454
熊本県女性総合相談室 ☎ 096（355）2223
熊本市福祉総合相談室 ☎ 096（328）2301
熊本市男女共同参画センター 
　　　　　はあもにい総合相談室 ☎ 096（343）8306
熊本県警DV等相談窓口 ☎ 096（383）9110
配偶者暴力相談支援センター ☎ 096（381）7110
【レディース 110 番】
　　　　　　性犯罪相談電話　　　☎ 0120（8343）81

子ども 110 番　　　　　　　　　　 ☎ 096（382）1110
熊本県福祉総合相談所　　　　　 ☎ 096（381）4411
熊本県八代児童相談所　　　　　 ☎ 0965（32）4426
熊本県こども総合療育センター　 ☎ 0964（32）1143
熊本市子ども総合相談室　　　　 ☎ 096（361）2525
熊本市子ども発達支援センター　 ☎ 096（366）8240
熊本市福祉総合相談室　 ☎ 096（328）2301

県警本部（悪質商法 110 番）　　　 ☎ 096（385）1110
県警本部（警察安全相談室）　　　 ☎ 096（383）9110

肥後っ子テレホン ☎ 0120（02）4976
 ☎ 096（384）4976
ヤングテレホンくまもと ☎ 096（371）4949

（社）くまもと被害者支援センター  ☎ 096（386）1033

熊本県消費生活センター ☎ 096（383）0999
消費者ホットライン ☎ 0570（064）370
熊本市消費者センター ☎ 096（353）2500
上天草市消費生活センター　　　　☎ 0964（56）0783

熊本地方裁判所 ☎ 096（325）2121
熊本県弁護士会 ☎ 096（325）0009
熊本県司法書士会
　　　（総合相談センター） ☎ 096（364）2890
熊本県青年司法書士会
（クレジット・サラ金・ヤミ金 110 番） ☎ 096（364）0800
日本司法支援センター
（法テラス）コールセンター ☎（0570）078374
日本司法支援センター
熊本地方事務所（法テラス熊本） ☎ 050（3383）5522

熊本地方法務局人権相談 ☎ 096（364）2145
子どもの人権 110 番 ☎ 0120（007）110
女性の人権ホットライン ☎ 0570（070）810

熊本県産業保健推進センター ☎ 096（353）5480

熊本県高齢者総合相談センター
　　　　　　　【シルバー 110 番】  ☎ 096（325）8080

障がい者 110 番 ☎ 096（354）4110
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【うつ病】

【年齢別自殺者数の割合】

～ 19歳（1.8％）

20 ～ 29 歳（9.6％）

30 ～ 39 歳（11.4％）

40 ～ 49 歳（14.3％）

50 ～ 59 歳（19.7％）

60 歳～（43.0％）

【原因別自殺者数の割合】

健康問題（60.8％）

経済生活問題
（11.5％）

家庭問題（13.8％）

その他（3.4％）

学校問題（0.2％）
男女問題（4.0％）

勤務問題（6.3％）

～心の不調に気づいたとき～

～大切な人を自殺でなくさないために～
　

【アルコール依存症】

【統合失調症】

「気づき」 「傾聴」 「つなぎ」 「見守り」

⇒ ⇒ ⇒
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九州中体連堂々の３位入賞九州中体連堂々の３位入賞
あっぱれ大中テニス部！

上天草警察署で表彰式

連携プレーで人命救
助

わくわくあまくさ体験教室

登立小児童が海のスポ
ーツを体験
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あさひ老人会で福祉講演会

高齢者狙う悪質商法
にご注意を

上天草警察署で表彰式

人命救助に感謝状

黒岩ケサヱさん
龍ヶ岳町大道

大正２年４月 18日生   

山﨑國人さん
大矢野町登立

大正２年７月１日生

古賀キミヱさん
大矢野町湯島

大正２年７月４日生

田脇スミエさん
龍ヶ岳町大道

大正２年７月 31日生
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７月25日

二号橋夏祭り

８月14日

龍ヶ岳夏祭り

８月15日

夏夢音HIMEDO夏祭り

夏の思い出

夏
祭
り

▲ＭＩＣＡライブ

▲ＹＯＳＡＫＯＩ

▲エイサーの獅子舞

▲町民総踊り

▲高﨑裕士さんの津軽三味線
▲コーラ早飲み競争

▲エイサーの獅子舞
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宝くじ助成事業で樋島地区集会場を整備
エアコン導入や会議室の備品などを整備

大矢野町松栄会による清掃活動

国土交通大臣表彰を
受彰

藤崎宮例大祭の馬追い披露

維和島に飾り馬がやっ
てきた！
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種　類 ※用意するもの 日 対象者（月生） 受付時間
水
火

火

火

木

火

【場所】
【用意するもの】

日 病院名〈診療科目〉（所在地）電話番号

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
【診療時間】　午前９

場　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

月 火
月 月

水

月 月

月 月

用意するもの　

■問合せ先　 ☎

種　類 日 実施時間
木

【場所】
種　類 日 実施時間

木 木
【場所】 ☎

日 実施時間
金

【場所】 ☎

☎
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○問合せ先　 　☎

インフルエンザ予防接種費用の一部を補助します

◆申請窓口：

◆補助金申請期間：

かかりつけ医が他市町村にある場合の手続きは？

○問合せ先　 　☎

▲抱っこ実習
　赤ちゃんとのふれあいに向けて練習中

◆接種期間：

中学生の感想

◆接種期間：

20　  kamiamakusa



☆問合せ先　上天草総合病院
☎

創立 49 周年記念式典を挙行しました

自治体優良病院表彰を受賞しました

表彰を受ける樋口
病院事業管理者

勤続 30年
表彰者
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市立病院
だより

　
ま
ず
、
あ
わ
て
ず
に
…
刺
さ
れ
た
だ

け
で
は
、
病
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
病
原

体
を
も
っ
て
い
る
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
る

と
発
病
し
ま
す
。
上
天
草
で
は
マ
ダ
ニ

媒
介
疾
患
の
日
本
紅
斑
熱
が
多
い
の
で

す
が
、
マ
ダ
ニ
の
病
原
体
保
有
率
を
み

る
と
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
の
で
す
。

幼
ダ
ニ
が
吸
血
し
た
際
に
病
気
を
う
つ

す
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
マ
ダ
ニ
に
刺

さ
れ
た
と
気
づ
い
て
来
院
さ
れ
る
人
は

若
ダ
ニ
ま
た
は
成
ダ
ニ
で
す
の
で
発
病

す
る
可
能
性
は
低
く
、
刺
さ
れ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
病
気
に
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
最
近
、
マ
ダ
ニ
刺
傷
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
に
よ
る
死
亡
の
報
道
の
影

響
が
あ
り
、心
配
に
な
り
来
院
す
る
ケ
ー

ス
、
電
話
で
の
相
談
の
ケ
ー
ス
も
増
え

て
い
ま
す
。
上
天
草
市
で
多
い
の
は
特

効
薬
の
あ
る
日
本
紅
斑
熱
と
い
う
病
気

で
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
病
気

で
す
。
ど
ち
ら
も
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
な

い
こ
と
が
唯
一
の
予
防
で
す
。

　
マ
ダ
ニ
と
い
っ
て
も
、
上
天
草
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
マ
ダ
ニ
が
い
ま
す
。
マ
ダ

ニ
刺
傷
の
中
で
も
多
い
の
が
、
タ
カ
サ

ゴ
キ
ラ
ラ
マ
ダ
ニ
と
い
う
種
で
、
体
が

大
き
く
、
口
器
（
吸
血
す
る
口
）
も
大

き
く
、
引
き
抜
こ
う
と
し
て
も
な
か
な

か
取
れ
ま
せ
ん
。（
日
本
紅
斑
熱
は
ヤ

マ
ア
ラ
シ
チ
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て
発
病
）

そ
の
ま
ま
マ
ダ
ニ
を
引
き
抜
い
て
し
ま

～刺されてしまったマダニを取るには～

やってはいけません
やってはいけません

上天草市立上天草総合病院
内 科 部 長　 和 田　 正 文

マダニに刺されてしまったら・・・
マダニを取るにはどうすればいいですか？

むやみに引っ張ったり、火を近づけてあぶったりしてはいけません

▲吸血中のマダニ

う
と
、
口
器
が
皮
膚
の
中
に
残
り
炎
症

を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
医
療

機
関
で
し
っ
か
り
と
取
っ
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。
マ
ダ
ニ
は
唾
液
の
中
に
吸

血
す
る
時
に
固
め
て
取
れ
な
く
す
る
セ

メ
ン
ト
質
の
物
質
を
も
っ
て
い
て
、
そ

の
中
に
病
原
体
が
い
ま
す
。
引
き
抜
く

際
に
、
虫
の
体
を
つ
ま
む
と
病
原
体
を

も
つ
唾
液
が
人
間
の
皮
膚
へ
入
り
込
み
、

発
病
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
上
天
草
総
合
病
院
で
は
、
熊
本
県
保

健
環
境
科
学
研
究
所
や
国
立
感
染
症
研

究
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
と
も
に
、
マ

ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
人
の
マ
ダ
ニ
を
調
べ
、

「
病
原
性
が
あ
る
の
か
、
ど
の
種
の
マ
ダ

ニ
に
刺
さ
れ
た
の
か
、幼
ダ
ニ
・
若
ダ
ニ
・

成
ダ
ニ
の
ど
の
時
期
に
刺
さ
れ
た
の
か
、

ど
こ
で
刺
さ
れ
た
の
か
、
い
つ
刺
さ
れ

た
の
か
な
ど
」、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
調

査
し
、
今
後
の
研
究
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
刺

さ
れ
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
も
し

も
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
…
自
分
で
引

き
抜
か
ず
、
来
院
し
て
く
だ
さ
い
。
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■図書館おはなし会（30分～１時間）
【大矢野】　

【松　島】
【姫　戸】
【龍ヶ岳】
【対　象】　
■赤ちゃんおはなし会
【中　央】
【場　所】
【対　象】
■大人の朗読会のお知らせ
【森記念】
【場　所】
【対　象】

【問合せ先】 ☎

●
●

【全館共通】
●休館日

中央図書館 ☎
•

大矢野森記念図書館 ☎
•

姫戸図書館 ☎
•

龍ヶ岳図書館 ☎
•

今月の本
ほ ん

９月のテーマ「スポーツの秋！ルールについて学んでみよう」
10 月のテーマ「食欲の秋！おいしい料理をつくろう！！」
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心
豊
か
な
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ

●社会教育課
●中央公民館
　☎0969（28）3361

【大会結果】
　優　勝：必由館高等学校（熊本県）
　準優勝：北九州市立高等学校（福岡県）
　３　位：城北高等学校（熊本県）

　

■問合せ先
☎

▲インターナショナルサマーキャンプ参加者の皆さん

～インターナショナルサマーキャンプを開催しました～

■問合せ先
☎

■問合せ先

☎

▲県大会に出場した姫戸子ども会Ａチーム▲北九州高校のスパイク！

24　  kamiamakusa
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日土
【問合せ先】　 ☎

【天草五橋祭ステージショー】

【映像を活用した地域づくりシンポジウム】

☎

【「四郎くん」に関するお問い合わせ】
☎

26　  kamiamakusa

　先
日
、
上
天
草
市
議
会
議
員
研

修
に
同
行
し
て
き
ま
し
た
。
上
京

し
て
総
務
省
お
よ
び
農
林
水
産
省

の
職
員
を
講
師
に
招
い
た
研
修
会

と
県
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
望
と

併
せ
、
誘
致
企
業
の
社
長
お
二
人

と
意
見
交
換
を
す
る
と
い
う
内
容

で
し
た
。

　現
在
、
大
矢
野
町
で
精
密
機
械

を
製
造
し
て
い
る「
ユ
ニ
テ
ク
ノ
」

の
中
村
社
長
と
、
龍
ヶ
岳
町
に
水

産
加
工
場
と
し
て
進
出
さ
れ
る

「
フ
ー
ド
ワ
ー
ク
ス
」
の
宮
本
社

長
と
意
見
交
換
を
し
た
中
で
、
お

二
人
が
声
を
そ
ろ
え
て
話
さ
れ
た

の
が
、「
上
天
草
の
魅
力
」で
し
た
。

　中
村
社
長
と
の
意
見
交
換
で

は
、
素
朴
で
あ
り
素
直
な
、
そ
し

て
粘
り
強
い
上
天
草
市
の
若
者
は

技
術
の
習
得
が
早
く
、
都
会
に
は

い
な
い
素
晴
ら
し
い
人
材
が
上
天

草
市
に
は
多
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
ち
ょ
う
ど
上
天
草
事
業
所
で

働
く
若
者
二
人
が
東
京
本
社
に
て

研
修
中
で
し
た
の
で
、
議
員
研
修

に
も
同
席
し
て
い
ま
し
た
が
、
希

望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
表
情
で
上
天

草
事
業
所
で
の
展
望
を
発
言
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
村
社
長
が

最
初
に
上
天
草
市
を
訪
れ
た
と

き
、そ
の
景
観
の
素
晴
ら
し
さ
に
、

上
天
草
市
に
進
出
す
る
こ
と
を
心

の
中
で
決
定
し
て
い
た
と
の
裏
話

も
あ
り
ま
し
た
。

　一
方
、
宮
本
社
長
は
、
上
天
草

の
食
材
の
素
晴
ら
し
さ
を
話
さ
れ

ま
し
た
。「
安
定
的
な
供
給
量
さ

え
あ
れ
ば
、
都
内
で
い
く
ら
で
も

売
り
さ
ば
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
く
ら
い
上
天
草
の
食
材
は
素
晴

ら
し
い
」
と
の
こ
と
で
す
。
今
後

の
事
業
展
開
に
よ
り
、
上
天
草
の

食
材
が
市
内
で
加
工
さ
れ
、
都
内

に
数
多
く
流
通
さ
れ
る
も
の
と
大

き
く
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　こ
れ
ま
で
市
で
取
り
組
ん
で
き

た
企
業
誘
致
活
動
も
、
近
年
に

な
っ
て
少
し
ず
つ
芽
が
で
て
き
ま

し
た
。
今
後
と
も
地
場
産
業
の
振

興
と
絡
め
、「
市
民
の
所
得
向
上

と
雇
用
の
創
出
」
の
も
と
、
企
業

誘
致
活
動
に
取
り
組
む
予
定
で
す

が
、進
め
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、

関
係
す
る
方
々
に
上
天
草
の
魅
力

を
体
感
し
て
い
た
だ
く
「
お
も
て

な
し
」
が
重
要
で
あ
り
、
近
道
で

あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

私
た
ち
は
そ
の
魅
力
を
最
大
限
に

引
き
出
し
、
付
加
価
値
を
付
け
て

い
く
作
業
も
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
、
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

vol.76

上
天
草
市
の
魅
力
！

〜
外
か
ら
見
た
上
天
草
市
〜
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○日　時
○場　所
○コース

○参加費用

○申込期日
○問合せ先 ☎
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◇台風の大きさと強さ

【台風の大きさ】
階級 風速 15ｍ／秒以上の半径

【台風の強さ】
階級 中心付近の最大風速

【風の強さと吹き方】
平均風速（ｍ／秒） 予報用語 人への影響 屋外・樹木の様子 建造物の被害

【雨の強さと降り方】
１時間雨量（mm） 予報用語 人の受けるイメージ 災害発生状況

【問合せ先】 ☎

ここがポイント事前の備え

平成 24年９月
台風による高潮被害の様子

28　  kamiamakusa

【平成 24年度レジ袋辞退率（平成 24年４月～平成 25年３月）】

【市民の皆さまへ】

【事業者、団体の皆さまへ】　

【今後の予定】　

【問合せ先】　

□基本の取組み（レジ袋の無料配布中止）　70．4％（前年度69．0％）

＜参考：レジ袋削減の効果（把握分）＞

□有料化以外の取組み（マイバッグ推進）　40.6％（前年度41.7％）

☎

【目標達成状況と今後の取組み】　
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【改正する路線】

【運行ルート（運行ルートの追加部分は太字）】

五橋入口～本町～荒川～保木の下
～三角西港公園～保木の下～荒川～本町～五橋入口

【運行開始日など】

シャレトル便デザイン

始発 経由 終点 始発時刻 始発 経由 終点 始発時刻 始発 経由 終点 始発時刻

平

　
　
　
　
　日

　

土

　
　
　
　
　曜

　

日

　
　
　
　
　祝

　

【運行時刻表】

◇接続する路線バスの時刻改正

【さんぱーる～大矢野庁舎～三角病院（平日）】

【中循環（さんぱーる～柳～さんぱーる）】

【上天草観光循環バス「パライゾストローリー」】

30　  kamiamakusa

【廃止となる路線バス】

【路線バスの廃止日・乗合タクシーの運行開始日】

【デマンド型乗合タクシーの利用方法】

【問合せ先】

☎

☎

【中循環（さんぱーる～瀬高～柳～さんぱーる）（平日）】

【さんぱーる～瀬高～松島線（平日）】

【さんぱーる～松島～教良木線（平日）】

【改正日】

公共交通機関は、地域で守って行くことが必要

【問合せ先】

☎



問合せ先

＜松島庁舎＞
〒 861-6192
上天草市松島町合津 7915-1
【代表】☎ 0969（56）1111
○都市整備課○市民窓口課
○建設課
　☎ 0969（28）3350
○福祉課
　☎ 0969（28）3351
○保健課
　☎ 0969（28）3354
○健康づくり推進室課
　☎ 0969（28）3356
○高齢者ふれあい課（地域
包括支援センター）
　☎ 0969（28）3360
□教育委員会
○学務課
　☎ 0969（28）3364
　☎ 0969（28）3365
○社会教育課
　☎ 0969（28）3361　
＜姫戸統括支所・水道局＞
〒 866-0195
上天草市姫戸町姫浦 2502-3
　☎ 0969（58）2111
＜龍ヶ岳統括支所＞
〒 866-0292
上天草市龍ヶ岳町高戸 1412
　☎ 0969（62）1111

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
熊
本
県
行
政
書
士
会
で
は
、
無

料
相
談
会
と
市
民
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

□
無
料
相
談
会
に
つ
い
て

▼
電
話
無
料
相
談

○
日
時

　
10
月
１
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

○
電
話
番
号

　

　
☎
０
９
６
（
３
８
５
）
７
３
０
１

▼
街
頭
無
料
相
談
会

○
日
時

　
10
月
15
日
（
火
）・
16
日

（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
場
所

　
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
地

下
プ
ラ
ザ
コ
ー
ト
（
熊
本
市
）

□
市
民
公
開
講
座
に
つ
い
て

▼
遺
言
・
相
続
講
演
会

○
日
時
　
10
月
24
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時

○
場
所
　
菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル

○
内
容
　
公
証
人
と
大
田
黒
浩
一

氏
の
講
演

□
問
合
せ
先

　
熊
本
県
行
政
書
士
会

　
☎
０
９
６
（
３
８
５
）
７
３
０
０

○急病などでやむを得ず保険証を持たずに
診療を受けたとき

○医師が治療上必要と認めたギプス・コル
セットなどを装着したとき

○海外渡航中に診療を受けたとき（治療目
的の渡航を除く）

○問合せ先
☎

☎
監
理
課

松
島
庁
舎
自
動
販
売
機
設

置
者
を
募
集
し
ま
す

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

　
市
で
は
、
松
島
庁
舎
建
設
に
伴

い
、
次
の
と
お
り
自
動
販
売
機
設

置
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間

　
10
月
１
日

（
火
）
〜
10
日
（
木
）

▼
設
置
場
所

　
市
役
所
松
島
庁
舎

▼
そ
の
他

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
申
請
に
必
要
な
書
類

は
、
監
理
課
（
大
矢
野
庁
舎
）、

市
民
窓
口
課
（
松
島
庁
舎
）、

姫
戸
・
龍
ヶ
岳
各
統
括
支
所
に

て
配
布
し
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
監
理
課
管

財
係

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

法
の
日
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す

　
司
法
書
士
会
と
家
屋
調
査
士
会

で
は
、
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時
　
10
月
５
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　
姫
戸
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

▼
問
合
せ
先

　
松
田
一
弘
司
法
書

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
日
時

　
10
月
６
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

　
熊
本
地
方
法
務
局
天
草

支
局
（
天
草
市
）

▼
相
談
内
容

　
相
続
・
遺
言
、
不

動
産
登
記
、
供
託
、
人
権
に
関

す
る
こ
と
な
ど

▼
相
談
員

　
法
務
局
職
員
、
公
証

人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調

査
士
、
人
権
擁
護
委
員

▼
問
合
せ
先

　
熊
本
地
方
法
務
局

天
草
支
局

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
２
４
６
７

士
事
務
所

　
☎
０
９
６
９
（
56
）
２
２
５
８
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問合せ先
大矢野庁舎
〒 869-3692
上天草市大矢野町上 1514
【代表】☎ 0964（56）1111
○市長公室○総務課（危機
管理防災室・選挙管理委員
会）○財政課○監理課○産
業雇用創出課○大矢野窓
口センター○会計課○議
会事務局○農業委員会事
務局○監査委員事務局
○企画政策課
　☎ 0964（26）5511
○農林水産課
　☎ 0964（26）5515
　☎ 0964（26）5516
○観光おもてなし課
　☎ 0964（26）5512
○税務課
　☎ 0964（26）5519
　☎ 0964（26）5520
　☎ 0964（26）5523
○環境衛生課
　☎ 0964（26）5524
○上天草市消費生活センター
　☎ 0964（56）0783
○上天草市ふるさとハローワーク
　☎ 0964（57）4510
○上天草市農林水産物加工品開発
研究センター
〒 869-3603
上天草市大矢野町中 11582-24
　☎ 0964（56）6100

税
の
ひ
ろ
ば

相
談
・
申
請

☎
保
健
課

年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必

ず
予
約
（
受
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
10
月
18
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　
市
役
所
大
矢
野
庁
舎
書

庫
棟
１
階
会
議
室

▼
問
合
せ
先

　
保
健
課
後
期
高
齢

者
医
療
年
金
係

　

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
４

□
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金
相

談
予
約
受
付
中

　
待
ち
時
間
な
し
で
、
年
金
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
年
金
手
帳
を

☎
税
務
課

９
月
の
納
期
限
は

９
月
30
日
（
月
）
で
す

▼
国
民
健
康
保
険
税

　
　
第
４
期

▼
納
期
限

　
　
　
９
月
30
日（
月
）

▼
口
座
振
替
日

　
９
月
25
日（
水
）

▼
問
合
せ
先

　 

税
務
課
市
民
税
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

☎
総
務
課

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要

で
す
。

▼
日
時

　
９
月
17
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　
大
矢
野
農
村
婦
人
の
家

▼
問
合
せ
先

　
総
務
課
総
括
係

　

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

登
記
相
談
は
事
前
予
約
が

必
要
に
な
り
ま
す

　
10
月
１
日
か
ら
、
熊
本
地
方
法

務
局
天
草
支
局
で
実
施
す
る
登
記

相
談
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

予
約
制
を
導
入
し
ま
す
。
今
後
登

記
相
談
を
さ
れ
る
場
合
に
は
事
前

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
導
入
日

　
10
月
１
日
（
火
）

▼
予
約
受
付
開
始
日
時

　
９
月
24

日
（
火
）
午
前
８
時
30
分

▼
相
談
日

　
毎
週
月
、
水
、
金
曜
日

▼
申
込
先

　
熊
本
地
方
法
務
局
天

草
支
局
２
階
登
記
係

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
２
４
６
７

▼
問
合
せ
先

　
熊
本
地
方
法
務
局

総
務
課

　
☎
０
９
６
（
３
６
４
）
２
１
４
６

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す

☎
総
務
課

秋
の
行
政
相
談
週
間
に
合
わ

せ
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
秋
の
行
政
相
談
週
間
（
10
月
21

日
〜
27
日
）
は
、
行
政
相
談
制
度

を
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
次
の
と
お
り
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
行
政
に
関
す

る
苦
情
、
要
望
や
意
見
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

□
大
矢
野
地
区

▼
日
時

　
10
月
10
日
（
木
）
午
後

１
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

　
大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
委
員

　
羽
室
ア
ツ
ミ

□
松
島
地
区

▼
日
時

　
10
月
３
日
（
木
）、
24
日

（
木
）
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

　
社
会
福
祉
協
議
会
松
島
本
所

▼
相
談
委
員

　
中
筋
む
つ
み

□
姫
戸
地
区

▼
日
時

　
10
月
22
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
姫
戸
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
委
員

　
陣
内
勇
一

□
龍
ヶ
岳
地
区

▼
日
時

　
10
月
21
日
（
月
）
午
前

９
時
〜
正
午

▼
場
所

　
龍
ヶ
岳
統
括
支
所

▼
相
談
委
員

　
藤
枝
義
信

□
問
合
せ
先

　
総
務
課
総
括
係

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

お
手
元
に
、
本
渡
年
金
事
務
所
ま

で
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
本
渡
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室

　

　
☎
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
法
務
局
で
は
、
次
の
と
お
り
休

日
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

　「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
中
は
時
間
を
延
長
し
て

相
談
を
受
付
け
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　
９
月
30
日
（
月
）

〜
10
月
４
日
（
金
）

▼
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時

※
通
常
は
午
後
５
時
15
分
ま
で

▼
相
談
番
号（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

▼
相
談
担
当
者

　
人
権
擁
護
委

員
、
法
務
局
職
員

▼
相
談
内
容

　
い
じ
め
、
暴
力
、

虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

▼
問
合
せ
先

　
熊
本
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課

　

　
☎
０
９
６
（
３
６
４
）
２
１
９
２
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松
島
温
泉
「
龍
の
足
湯
」

一
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す

　
今
津
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

で
は
、
松
島
町
合
津
港
に
建
設
し

た
足
湯
が
１
周
年
を
迎
え
る
こ
と

を
記
念
し
て
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
や

も
ち
投
げ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
期
日
　
９
月
16
日
（
祝
）

▼
場
所

　
松
島
町
合
津
港

▼
内
容
　

○
午
前
８
時
30
分
〜
　「
九
州

オ
ル
レ
天
草
松
島
コ
ー
ス
」

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
※
）

○
午
後
３
時
30
分
〜
　
琉
球
国
祭

り
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
松
島

温
泉
開
湯
33
年
記
念
も
ち
投
げ

○
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

　
屋
台

や
ト
ラ
ッ
ク
市
の
出
店

※
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
参
加
申
込
方
法

　
参
加
に
は
申
込
が
必
要
で
、

１
０
０
人
の
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
人
は
申
込
・
問
合
せ
先

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
今
津
地
区

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
事
務
局

長
　
田
島
章

　
☎
０
９
６
９
（
56
）
１
３
６
７

溜
り
乗
船
場
（
八
代
市
）

▼
募
集
期
間

　
10
月
１
日
（
火
）

〜
11
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
募
集
定
員

　
35
人（
上
天
草
市
、

八
代
市
、
宇
城
市
、
氷
川
町
に

お
住
ま
い
の
親
子
・
学
校
の
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
限
る
）

▼
参
加
費

○
大
人
１
人

　
１
０
０
０
円

○
小
中
学
生
１
人

　
５
０
０
円

▼
そ
の
他

　
参
加
費
に
昼
食
代
は

含
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
飲
み

物
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
企
画
政
策

課
企
画
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
１

　
開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
や

人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（
独
立
行
政
法
人 

国
際
協
力
機

構
）
で
は
、
平
成
25
年
秋
の
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

□
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▼
募
集
期
間

　
10
月
１
日
（
火
）

〜
11
月
５
日
（
火
）

▼
応
募
資
格

　
日
本
国
籍
を
有
す

る
人
で
次
の
要
件
を
満
た
す
人

○
青
年
海
外
協
力
隊

　
満
20
歳
〜

満
39
歳

○
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

満
40
歳
〜
満
69
歳

▼
募
集
分
野
　
農
林
水
産
、
保
健

衛
生
、
土
木
建
築
、
ス
ポ
ー
ツ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力

隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

な
ど

▼
派
遣
国

　
ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、

中
南
米
な
ど
約
80
カ
国

▼
派
遣
期
間

　
１
年
間
ま
た
は
２

年
間

□
「
体
験
会
＆
説
明
会
」
を
開
催

▼
青
年
海
外
協
力
隊

○
日
時

　
９
月
28
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
、
10
月
５
日
（
土
）
午

後
６
時
30
分
〜
（
熊
本
市
国
際

交
流
会
館
）

○
日
時

　
10
月
19
日
（
土
）
午
後

３
時
〜
（
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
）　

▼
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
日
時

　
９
月
28
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
（
熊
本
市
国
際
交
流
会

館
）　

▼
問
合
せ
先

　

○
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　

　
☎
０
９
３
（
６
７
１
）
８
３
４
９

○
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

　
☎
０
９
６
（
３
５
９
）
２
１
３
０

く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応

援
店
」
を
募
集
し
ま
す

　
県
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

を
支
援
す
る
「
く
ま
も
と
健
康
づ

く
り
応
援
店
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
対
象

　
飲
食
店
、
弁
当
・

総
菜
店
な
ど

▼
募
集
要
件

　
栄
養
成
分
表
示
や

ヘ
ル
シ
ー
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

な
ど
全
９
項
目
の
中
か
ら
取
り

組
む
項
目
を
選
び
実
施
す
る
こ

と
。

▼
募
集
期
間

　
10
月
31
日
（
木
）

ま
で

▼
問
合
せ
先

　

○
天
草
保
健
所

　
☎
０
９
６
９
（
23
）
０
１
７
２

○
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２

□日時
□場所

□特別ゲスト
□内容

□問合せ先

☎
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お知らせ

□対象期間
□当選者数

□運賃
□対象路線
□応募資格

□応募方法

□問合せ先 ☎

県
人
権
子
ど
も
集
会
を
開

催
し
ま
す

　
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
し
、
一
人
ひ
と
り
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
集
会
で

す
。
県
内
の
児
童
生
徒
が
参
加

し
、
子
ど
も
実
行
委
員
の
運
営
に

よ
り
、
体
験
・
活
動
報
告
や
全
体

活
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま

の
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時

　
10
月
12
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
正
午

▼
場
所

　
パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

（
熊
本
市
）

▼
問
合
せ
先

　
県
人
権
同
和
教
育
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
７
０
２

潜
在
保
育
士
の
保
育
所
就

職
を
支
援
し
ま
す

　「
平
成
25
年
度
第
１
回
潜
在
保

育
士
就
職
支
援
研
修
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
対
象
は
、
保
育
士
資
格

を
有
す
る
人
で
す
。

▼
日
時

　
10
月
26
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
午
後
４
時
（
予
定
）

▼
場
所

　
こ
う
の
と
り
保
育
園

（
菊
陽
町
）

▼
内
容

　
講
義
、保
育
士
体
験
談
、

保
育
園
視
察
な
ど

▼
そ
の
他

　
研
修
会
は
、
今
後
、

八
代
地
域
、
玉
名
・
荒
尾
地
域

な
ど
で
も
開
催
予
定
で
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
保
育
協
会

　
☎
０
９
６
（
３
２
２
）
０
０
３
８

県
ご
み
ゼ
ロ
推
進
県
民
大

会
を
開
催
し
ま
す

　
皆
さ
ん
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

見
直
し
、
暮
ら
し
と
身
近
な
ご
み

の
問
題
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　
10
月
１
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分

▼
場
所

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア
（
熊
本
市
）

▼
内
容

○
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標

語
表
彰
式

○
３
Ｒ
実
践
事
例
発
表

○
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
研

究
院
近
藤
加
代
子
准
教
授
に
よ

る
講
演

○
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

☎
学
務
課

「
上
天
草
市
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す

　「
く
ま
も
と
教
育
の
日
」
に
伴

い
、
上
天
草
市
の
小
・
中
学
校
の

取
組
み
を
た
く
さ
ん
の
小
・
中
学

生
の
実
演
や
発
表
を
と
お
し
て

「
楽
し
く
・
わ
か
り
や
す
く
」
紹

介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

市
内
４
校
の
中
学
生
の
合
同
演
奏

や
、
上
天
草
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
に

よ
る
講
演
会
な
ど
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

▲平成 24年度教育フォーラム
「上っ子ソーラン」の様子

八
代
海
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

〜
「
舟
出
浮
き
」
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
〜

　
八
代
市
、
氷
川
町
、
宇
城
市
お

よ
び
上
天
草
市
で
構
成
さ
れ
る

「
八
代
海
北
部
沿
岸
都
市
」
地
域

連
携
創
造
会
議
で
は
、
八
代
海
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
舟
出
浮
き
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時

　
10
月
26
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時

▼
内
容

　
舟
出
浮
き
、
水
質
検
査

▼
集
合
場
所

　
八
代
内
港
大
型
舟

　
入
場
料
は
無
料
で
す
。
多
数
の

ご
来
場
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
３
日
（
日
） 

午
後

０
時
30
分
〜
午
後
４
時（
予
定
）

▼
場
所
　
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ア
ロ
マ
」

▼
問
合
せ
先
　
学
務
課
指
導
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
５

▼
問
合
せ
先

　
県
廃
棄
物
対
策
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
７
７
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年金手帳は大切に保管しましょう

市のデータ
人 　 口　 30,458人（-  32）
男 　 性　 14,316人（-  9）
女 　 性　16,142人（-  23）
世 帯 数　 12,257戸（-  6）
市の面積      126.15㎢

平成25年8月31日現在（　）は前月比

☎
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

成
年
後
見
制
度
を
ご
存

知
で
す
か

　
認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神

障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
物
事
を
判

断
す
る
能
力
が
不
十
分
な
人
の
中

に
は
、
預
貯
金
や
不
動
産
な
ど
の

財
産
管
理
や
、
介
護
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
や
施
設
へ
の
入
所
に
関
す
る

契
約
を
結
ん
だ
り
す
る
必
要
が

あ
っ
て
も
、
自
分
で
こ
れ
ら
の
こ

と
を
行
う
の
が
難
し
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、

本
人
に
代
わ
っ
て
、
法
的
に
権
限

を
与
え
ら
れ
た
成
年
後
見
人
な
ど

が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
本
人
を
保

護
し
、
支
援
す
る
の
が
成
年
後
見

☎
企
画
政
策
課

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

　
総
務
省
で
は
、
10
月
１
日
現
在

で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
生
活

に
関
す
る
最
も
基
本
的
で
重
要
な

調
査
で
、
全
国
約
３
５
０
万
世
帯

の
人
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
調

査
で
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
近
年
に
お

い
て
多
様
化
し
て
い
る
国
民
の
居

住
形
態
や
少
子
・
高
齢
化
な
ど
の

社
会
・
経
済
状
況
の
変
化
を
踏
ま

え
、
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
の
み
な
ら

ず
、
①
住
生
活
を
支
え
る
居
住
環

境
②
耐
震
性
・
防
火
性
と
い
っ
た

住
宅
性
能
水
準
の
達
成
度
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
性
能
住
宅
③
土
地
の
有

効
利
用
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
に
お
い
て
は
、
約
２
０
０
０

世
帯
の
人
を
対
象
と
し
て
調
査
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
統
計
調
査
員

が
調
査
世
帯
へ
調
査
票
の
記
入
を

お
願
い
に
伺
っ
た
際
に
は
、
調
査

票
へ
の
ご
記
入
、
ま
た
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
に
よ
り
集
め
ら
れ

た
調
査
票
の
記
入
内
容
は
、「
統

計
法
」
に
よ
っ
て
厳
重
に
保
護
さ

れ
ま
す
。
調
査
員
を
は
じ
め
と
す

る
調
査
関
係
者
が
調
査
で
知
り
得

た
内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統

計
を
作
成
・
分
析
す
る
目
的
以
外

に
調
査
票
を
使
用
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
行

為
は
、「
統
計
法
」
に
よ
り
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

年金証書との違い

□相談・問合せ先
☎

☎

②（
有
）天
草
防
災
電
気
設
備（
姫
戸
町
）

③
４
０
６
万
３
５
０
０
円

④
８
月
〜
10
月

▼
問
合
せ
先

　
監
理
課
契
約
検
査
係

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

し
て
あ
り
の
ま
ま
を
ご
記
入
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
企
画
政
策
課
ま
ち

づ
く
り
・
統
計
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
１

制
度
で
す
。

　
利
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
人

や
、
も
っ
と
詳
し
く
お
知
り
に
な

り
た
い
人
は
、
相
談
窓
口
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口

　
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
０

☎
農
林
水
産
課

上
天
草
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
全
体
見
直
し
を
実
施
し
ま
す

　
市
で
は
、
平
成
25
年
度
〜
27
年

度
に
か
け
て
上
天
草
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
の
全
体
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
見
直
し
は
、「
農
業
振
興

地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
農
業
の
総
合
的
な
振
興

を
図
る
た
め
、
10
年
先
を
展
望
し

た
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
全
体
見
直
し
に
伴
い
、
現

在
年
２
回
受
け
付
け
て
い
る
個
別

の
変
更
申
請
（
農
用
地
区
域
か
ら

の
除
外
、
農
業
地
区
域
へ
の
編

入
、
農
業
用
施
設
用
地
へ
の
用
途

変
更
）
に
関
す
る
受
付
を
次
の
と

お
り
一
時
休
止
し
ま
す
の
で
、
農

振
農
用
地
区
域
の
変
更
を
検
討
し

て
い
る
人
は
、
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
個
別
変
更
申
請
受
付
期
限　

平

成
26
年
前
期
分
ま
で
。
前
期
の

期
限
は
、
平
成
26
年
４
月
21
日

（
月
）
ま
で
で
す
。

▼
休
止
期
間

　
平
成
26
年
４
月
22

日
（
火
）
か
ら
全
体
見
直
し
完

了
ま
で

※
計
画
の
全
体
見
直
し
は
、
平
成

27
年
９
月
の
完
了
予
定
で
す
。

再
開
に
つ
い
て
は
、
広
報
「
上

天
草
」
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
先
　
農
林
水
産
課
農
業

振
興
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
６
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お知らせ

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
（
株
）
松
永
組
（
松
島
町
）

③
２
５
２
万
円

④
７
月
〜
10
月

▼
市
営
下
貫
団
地
耐
震
診
断
業
務

委
託

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
ユ
ー
設
計
事
務
所
（
天
草
市
）

③
２
０
７
万
９
０
０
０
円

④
７
月
〜
平
成
26
年
２
月

▼
大
矢
野
庁
舎
進
入
路
改
修
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
（
有
）
大
和
工
業
（
大
矢
野
町
）

③
１
４
８
万
５
７
５
０
円

④
７
月
〜
９
月

▼
大
矢
野
庁
舎
耐
震
改
修
実
施
設

計
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
斎
藤
設
計
建
築
事
務
所（
大
矢
野
町
）

③
７
７
１
万
７
５
０
０
円

④
７
月
〜
平
成
26
年
２
月

▼
市
道
鳴
川
大
作
山
線
道
路
維
持

業
務
委
託

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②
橋
本
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
73
万
５
０
０
０
円

④
７
月
〜
８
月

▼
市
道
大
作
山
西
川
内
線
道
路
維

持
業
務
委
託

①
姫
戸
町
二
間
戸
地
区
内

②
（
有
）
堂
下
工
務
店
（
姫
戸
町
）

③
52
万
５
０
０
０
円

④
７
月
〜
８
月

▼
市
道
牟
田
合
津
線
道
路
維
持
業

務
委
託

そ
の
他

☎
監
理
課

工
事
等
入
札
結
果

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
７
月
17
日
入
札
分

▼
市
営
宮
の
前
団
地
屋
根
改
修
工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②
寺
中
設
備
（
姫
戸
町
）

③
53
万
５
５
０
０
円

④
７
月
〜
８
月

▼
姫
戸
地
区
（
永
目
）
埋
立
地
開

発
行
為
申
請
書
作
成
業
務
委
託

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②
（
株
）
三
浜
測
量
設
計
社
　
天

草
営
業
所
（
姫
戸
町
）

③
９
４
５
万
円

④
７
月
〜
12
月

▼
市
道
谷
馬
場
線
舗
装
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②（
有
）和
田
工
務
店（
大
矢
野
町
）

③
２
３
４
万
１
５
０
０
円

④
７
月
〜
９
月

□
７
月
23
日
入
札
分

▼
市
道
辺
戸
串
元
釜
線
舗
装
工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②
肥
後
央
州
興
産（
有
）（
龍
ヶ
岳
町
）

③
８
８
２
万
円

④
７
月
〜
10
月

▼
市
道
環
状
北
線
舗
装
（
Ｃ
）
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
有
）
中
原
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
１
２
９
６
万
７
５
０
０
円

④
７
月
〜
10
月

▼
市
道
環
状
北
線
舗
装
（
Ｄ
）
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②（
株
）サ
ン
キ
ョ
ウ（
大
矢
野
町
）

③
５
３
４
万
８
７
０
０
円

④
７
月
〜
10
月

□
７
月
30
日
入
札
分

▼
姫
浦
地
区
配
水
管
布
設
替
工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

【問合せ先】
　　　　　 ☎

若
者
や
企
業
の
海
外
へ
の
挑

戦
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い

　
県
で
は
、「
熊
本
県
世
界
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
基
金
」
へ
の
寄
付
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
基
金
を

活
用
し
、
海
外
に
挑
戦
す
る
若
者

や
企
業
を
後
押
し
す
る
こ
と
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
育
て
、
熊

本
の
将
来
の
活
力
に
つ
な
げ
ま

す
。
今
年
度
は
若
手
芸
術
家
や
高

校
生
が
海
外
経
験
を
積
む
た
め
の

渡
航
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

　
寄
付
い
た
だ
い
た
人
に
は
税
制

上
の
優
遇
措
置
が
あ
る
ほ
か
、「
応

援
団
」と
し
て
お
名
前
の
ご
紹
介
、

支
援
を
受
け
た
人
か
ら
の
成
果
報

告
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
寄
付
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
県
企
画
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
０
１
８
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お知らせ

《相談事例》

《トラブルにあわないために》

《注意点》

◆相談窓口

◆開設日時

◆専用電話番号 ☎

こちら消費生活センターです！

☎
都
市
整
備
課

浄
化
槽
を
ご
利
用
の
皆
さ

ん
へ

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を

利
用
し
て
汚
水
を
処
理
す
る
装
置

で
す
か
ら
、
微
生
物
が
活
動
し
や

す
い
環
境
を
保
つ
よ
う
に
維
持
・

管
理
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
浄
化
槽
の
維
持
・
管
理
は
①
保

守
点
検
②
清
掃
③
法
定
検
査
に
分

か
れ
ま
す
が
、
浄
化
槽
法
で
は
そ

れ
ぞ
れ
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検
と
は
浄
化
槽
の
い
ろ

い
ろ
な
装
置
が
正
し
く
働
い
て

い
る
か
を
点
検
し
、
装
置
や
機

械
の
調
整
・
修
理
、
消
毒
剤
の

補
給
な
ど
を
行
い
ま
す
。

②
清
掃
と
は
浄
化
槽
内
に
た
ま
っ

た
汚
泥
な
ど
を
抜
き
取
り
、
機

械
類
の
洗
浄
な
ど
を
行
い
ま

す
。

③
法
定
検
査
と
は
浄
化
槽
が
適
正

に
維
持
・
管
理
さ
れ
て
い
る

か
、
放
流
さ
れ
た
処
理
水
が
法

令
に
基
づ
く
水
質
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
を
検
査
す
る
も
の

で
す
。
浄
化
槽
の
使
用
開
始
後

３
〜
８
カ
月
の
間
に
法
定
検
査

（
７
条
検
査
）
と
、
そ
の
後
は

１
年
に
１
回
、
県
知
事
が
指
定

し
た
検
査
機
関
（
公
益
社
団
法

人
・
熊
本
県
浄
化
槽
協
会
）
が

実
施
す
る
法
定
検
査
（
11
条
検

査
）
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

○
都
市
整
備
課
水
環
境
係
　

　
☎
０
９
６
９
（
56
）
１
１
１
１

○
熊
本
県
浄
化
槽
協
会

　
☎
０
９
６
（
２
８
４
）
３
３
５
５

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
は
、
原
則

と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
の
農
林

業
被
害
を
防
止
す
る
目
的
で
捕
獲

９
月
は
「
船
員
労
働
安
全

衛
生
月
間
」
で
す

　
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
は
船

員
災
害
の
防
止
を
図
る
た
め
昭
和

32
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
『「
元
気
だ
よ
」
無
事

を
祈
り
待
つ
家
族

　
こ
の
一
言
で

　
ほ
っ
と
す
る
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局

と
熊
本
県
船
員
労
働
安
全
衛
生
協

議
会
で
は
、
船
員
災
害
防
止
の
推

進
の
た
め
、
停
泊
中
の
船
舶
へ
の

安
全
衛
生
指
導
を
中
心
と
し
た
、

各
種
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
船
舶
所
有
者
、
船
員
の
皆
さ

ま
も
、
本
月
間
中
は
船
舶
に
緑
十

字
旗
を
掲
げ
て
、
船
内
の
安
全
点

検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

　
九
州
運
輸
局
熊
本

運
輸
支
局

　
☎
０
９
６
４
（
52
）
２
０
６
９

す
る
場
合
（
有
害
鳥
獣
捕
獲
）
は
、

原
則
と
し
て
捕
獲
許
可
が
必
要
で

す
。
県
で
は
、
農
林
業
者
が
、
被

害
防
止
の
目
的
で
自
ら
の
事
業
地

内
で
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
場
合
は
、

許
可
要
件
を
緩
和
す
る
な
ど
の
規

制
緩
和
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

○
県
自
然
保
護
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
７
５

○
天
草
地
域
振
興
局
林
務
課

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
４
３
５
９

○
市
農
林
水
産
課
耕
地
・
林
務
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
５

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
市
内
の
福
祉
施
設
（
南
風
苑
・

松
朗
園
・
き
ら
ら
の
里
・
翔
洋
苑
・

相
生
荘
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介
し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
タ

カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、
パ
ー
ル
シ
ェ

ル
フ
ラ
ク
ラ
ブ
、
天
美
会
、
創

作
菓
子
工
房
ア
ロ
ー
ム
、
本
郷

絵
手
紙
も
み
じ
会
、 
天
理
教
大

矢
野
支
部
、
琉
球
國
祭
太
鼓
天

草
支
部
、
吉
川
キ
ヨ
カ
、
山
本

春
子
、
圓
尾
玲
子
、
山
下
エ
ツ

子
、
西
山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
濱

口
民
謡
教
室
、
今
泉
保
育
園
、

水
野
紙
細
工
教
室
、「
な
ご
み
」

大
矢
野
民
児
教
O
B
ス
マ
ー
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　適度な運動で
　　　　膝痛を予防しましょう

【問合せ先】

☎

Reduce…リデュースとはごみになるものを減らすこと

Reuse…リユースとは使えるものは捨てずに再使用すること

Recycle…リサイクルとはごみを資源化し再利用すること

【ごみの出し方などに関する問合せ先】 ☎

訂
正
と
お
詫
び

　
農
業
賃
金
標
準
額
の
基
準
額
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正

し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

▼
掲
載
ペ
ー
ジ

○
３
月
号
（
No
１
０
６
）
Ｐ
31

○
４
月
号
（
No
１
１
９
）
Ｐ
35

▼
訂
正
内
容

○
作
業
種
目

　
籾
乾
燥

　

（
誤
）
４
０
０
円

（
正
）
４
５
０
円

○
作
業
種
目

　
も
み
す
り

　

（
誤
）
４
５
０
円

（
正
）
４
０
０
円

▼
問
合
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

ト
会
、
木
下
と
も
子
、
田
原
正

英
、
福
田
誠
、
龍
ヶ
岳
町
老
人

ク
ラ
ブ
・
洗
濯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

須
本
忍
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▽
８
月
に
は
、
市
内
各
地
で
夏
祭
り
が
あ

り
ま
し
た
。
９
月
も
県
民
体
育
祭
天
草
大

会
や
天
草
五
橋
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
▽
県
体
天
草
大
会
で
は
、

市
内
で
も
、
公
開
競
技
の
登
山
を
含
め
る

と
、
７
競
技
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

の
応
援
が
選
手
の
力
に
な
り
ま
す
の
で
ご

声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　（
Ｙ
）

▽
先
月
「
子
ど
も
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
考
え
を
議
場
で
発

表
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
非
常
時
に
必

要
な
も
の
を
一
つ
に
ま
と
め
た
防
災
袋
に

つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
我
が
家

で
も
今
ま
で
、
必
要
性
は
感
じ
な
が
ら
、

実
際
の
備
え
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
も
の

で
す
。
提
案
を
聞
き
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
に

備
え
て
用
意
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
？

　（
Ｋ
）

☎
☎

▲天草四郎メモリアルホール


